
○
総
務
省
令
第
九
十
六
号

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
三
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
二

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五

年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
十
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
四
項
の
寄
附
者
名
簿
の
作
成
及
び
保
存
）

第
一
条
の
十
六

法
第
三
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
四
項
の
寄
附
者
名
簿
は
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第

一
項
第
四
号
又
は
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
の
受
入
れ
を
し
た
事
業
年
度
ご
と
に
作
成
す
る
も



の
と
し
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
以
後
三
月
を
経
過
す
る
日
か
ら
五
年
間
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
第
二
項
の
表

中
「
寄
附
金
税
額
控
除
申
告
書
」
を
「
寄
附
金
税
額
控
除
申
告
書

」
に
改
め
、
同
表

の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

寄
附
金
税
額
控
除
申
告
書

（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
五
項
及
び
第
三
百
十
七

第
五
号
の
五
の
三
様
式

三
の
二

条
の
二
第
五
項
の
申
告
書
）

第
二
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

三
の
二

１

法
第
四
十
五
条
の
二
第
五
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
二
第
五
項
の
申
告
書
を
提
出
す
る
者
は
、
前
条
第
二
項
の
表
の

の
上
欄
に
掲
げ
る
申
告
書
に
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
又
は
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
寄

附
金
を
受
領
し
た
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
又
は
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
受
領
し
た
旨
（
当
該
寄
附
金
が
当
該
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
行
う
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十

年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
に
関
連
す
る
寄
附
金
で
あ
る
旨
を
含
む
。
）

、
当
該
寄
附
金
の
額
及
び
そ
の
受
領
し
た
年
月
日
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
三
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外

の
部
分
中
「
第
九
条
の
七
第
十
六
項
」
を
「
第
九
条
の
七
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
九
条
の
七
第
十
六
項
」

を
「
第
九
条
の
七
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
又
は
第
三
号
」
及
び
「
又
は
第
九
項
各
号
」
を
削
り
、

「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
九
条
の
七
第
二
十
八
項
」
を
「
第
九
条
の
七
第
二
十
三
項
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
九
条
の
七
第
二
十
一
項
」
を
「
第
九
条
の
七
第
十
八
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
項
」
を
「
同
条
第
十

七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
九
条
の
七
第
二
十
一
項
」
を
「
第
九
条
の
七
第
十
八
項
」
に
改
め
、
「
又
は
第
三
号
」

を
削
り
、
「
同
条
第
二
十
三
項
各
号
又
は
第
二
十
四
項
各
号
」
を
「
同
条
第
二
十
項
各
号
」
に
、
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」

に
、
「
同
条
第
二
十
項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
七
を
削
り
、
第
七
条
の
六
の
二
を
第
七
条
の
七
と
す
る
。

第
七
条
の
八
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
三
十
九
条
の
七
第
四
号
」
を
「
第
三
十
九
条
の
六
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第

一
号
中
「
第
三
十
九
条
の
七
第
一
号
」
を
「
第
三
十
九
条
の
六
第
一
号
」
に
、
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
の
四
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
項
」
を
「
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記

以
外
の
部
分
中
「
第
四
十
八
条
の
十
三
第
十
七
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
十
三
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四



十
八
条
の
十
三
第
十
七
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
十
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
又
は
第
三
号
」
及

び
「
又
は
第
十
項
各
号
」
を
削
り
、
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
十
九

項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
十
二
項
」
を
「
第
四
十

八
条
の
十
三
第
十
九
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
十
八
条
の
十

三
第
二
十
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
十
三
第
十
九
項
」
に
改
め
、
「
又
は
第
三
号
」
を
削
り
、
「
同
条
第
二
十
四
項
各
号
又

は
第
二
十
五
項
各
号
」
を
「
同
条
第
二
十
一
項
各
号
」
に
、
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同

条
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
三
項
中
「
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
八
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
業
務
（
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
。
）
に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会

計
に
関
す
る
省
令
」
の
下
に
「
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
三
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
七
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
八
項
」

に
改
め
る
。



第
十
一
条
の
四
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条

の
三
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
九
項
」
に
、
「

二
十
ト
ン
以
下
」
を
「
三
十
ト
ン
未
満
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
九
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
五
十
二
条
の
十
の
六
」
を
「
第
五
十
二
条
の
十
の
四
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
十
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
五
十
二
条
の
十
の
八
」
を
「
第
五
十
二
条
の
十
の
五
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
十
一
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
五
十
二
条
の
十
の
十
第
二
号
」
を
「
第
五
十
二
条
の
十
の
七
第
二
号
」
に

改
め
る
。

第
十
一
条
の
十
三
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
五
十
二
条
の
十
の
十
四
第
二
号
」
を
「
第
五
十
二
条
の
十
の
十
第
二
号
」

に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
十
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
三
十
四
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
十

九
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
十
第
二
項
第
四
号
中
「
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
業
務
」
を
「
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
放
送
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
業
務
」
に
、
「
有
線
放
送
電



話
業
務
」
を
「
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
有
線
放
送
電
話
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二

年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
有
線
放
送
電
話
業
務
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項
第
三
号
中
「
附
則
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
十
二
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
十
四
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
七
百
一
条
の
四
十
一
第
二
項
の
助
成
金
）

第
二
十
四
条
の
二
十
二

法
第
七
百
一
条
の
四
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
第
百
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
重
度
障
害
者
等
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
助
成
金
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二
十
三
及
び
第
二
十
四
条
の
二
十
四

削
除

附
則
第
三
条
の
二
の
六
第
一
項
中
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
第
一
項
」
を
「
附
則
第
三
条
の
二
の
九
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
七
を
削
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
八
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
附
則
第
七
条
第
九
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
附
則
第
七
条
第
九
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
五
項
第
三
号
」
に
、
「
附
則
第
三
条
の
二
の
十
第
二
項
」



を
「
附
則
第
三
条
の
二
の
九
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
七
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
九
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
七
条
第
十
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を

附
則
第
三
条
の
二
の
八
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
附
則
第
七
条
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
七
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
七
条
第
十
一
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
七
項
第
三
号
」
に
、
「
附
則
第
三
条
の
二
の
八
第
二

項
各
号
」
を
「
附
則
第
三
条
の
二
の
七
第
二
項
各
号
」
に
、
「
附
則
第
三
条
の
二
の
八
第
二
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
条
の

二
の
七
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
九
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
七
条
第
十
四
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
項
第
二
号

」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
七
条
第
十
四
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
項
第
三
号

」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
一
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
三
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
八
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
附
則
第
七
条
第
十
五
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三



条
の
二
の
十
二
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
か
ら
第
三
条
の
二
の
十
六
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
七
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
七
条
第
二
十
二
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
二
項
」
に
改
め

、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
三
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
八
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
七
条
第
二
十
四
項
第
九
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
四
項
第

九
号
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
四
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
十
九
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
一
項
」
に

改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
五
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
七
条
第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
五
項
」
に
改
め

、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
政
令
附
則
第
七
条
第
十
九
項
第
二
号
の
建
築
物
）

第
三
条
の
二
の
十
七

政
令
附
則
第
七
条
第
十
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
建
築
物
と
す
る
。



一

外
壁
及
び
軒
裏
が
、
建
築
基
準
法
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
防
火
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二

屋
根
が
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
三
十
六
条
の
二
の
二
第
一
号
及
び
第

二
号
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

天
井
及
び
壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分
が
、
通
常
の
火
災
時
の
加
熱
に
十
五
分
間
以
上
耐
え
る
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
の
各
部
分
が
、
防
火
上
支
障
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
政
令
附
則
第
七
条
第
十
九
項
第
三
号
の
政
府
の
補
助
）

第
三
条
の
二
の
十
八

政
令
附
則
第
七
条
第
十
九
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
高
齢

者
等
居
住
安
定
化
推
進
事
業
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
の
整
備
を
行
う
事
業
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
整
備
を
行
う
事
業
に
係
る
補
助
と
す
る
。

（
法
附
則
第
十
一
条
の
四
第
一
項
及
び
政
令
附
則
第
九
条
第
二
項
の
助
成
金
）

第
三
条
の
二
の
十
九

法
附
則
第
十
一
条
の
四
第
一
項
及
び
政
令
附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
重
度
障
害
者
等
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
助
成
金
と
す
る
。



附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
一
の
見
出
し
中
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、

同
条
中
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
の
四
第
三
項
」
に
、
「
附
則
第
九
条
の
三
第
一
項
」
を
「
附
則

第
九
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
と
す
る
。

附
則
第
四
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四

削
除

附
則
第
六
条
中
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十

項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
を
同

条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「

附
則
第
十
一
条
第
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
を
同
条
第

十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
五
項
ま
で
を
削
り
、
第
十
七
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
五
条
第
五
項
及
び
政
令
附
則
第
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
雇
用
保
険
法
施
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行
規
則
第
百
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
重
度
障
害
者
等
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
助
成
金
と
す
る
。



附
則
第
六
条
第
二
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九

項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十

項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
三
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
三
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
四
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
五

項
」
に
、
「
放
送
番
組
の
制
作
に
必
要
な
設
備
並
び
に
無
線
設
備
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
設
備
」
を
「
高
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
施
設
整
備
促
進
臨
時
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
」
に
、
「
含
み
、
関

東
広
域
圏
（
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
及
び
神
奈
川
県
の
各
区
域
を
併
せ
た
区
域
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
近
畿
広
域
圏
（
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
及
び
和
歌
山
県
の
各

区
域
を
併
せ
た
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
放
送
対
象
地
域
（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三



十
二
号
）
第
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
送
対
象
地
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
放
送

事
業
者
に
係
る
も
の
を
除
く
」
を
「
含
む
」
に
改
め
、
「
（
関
東
広
域
圏
又
は
近
畿
広
域
圏
を
放
送
対
象
地
域
と
す
る
放
送
事

業
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
電
源
装
置
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
で
あ
つ
て
、
関
東
広
域
圏
（
茨
城
県
、
栃

木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
及
び
神
奈
川
県
の
各
区
域
を
併
せ
た
区
域
を
い
う
。
）
又
は
近
畿
広
域
圏
（
滋

賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
及
び
和
歌
山
県
の
各
区
域
を
併
せ
た
区
域
を
い
う
。
）
を
放
送
対
象
地
域
（
放

送
法
第
九
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
送
対
象
地
域
を
い
う
。
）
と
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
に
係
る
も
の
以
外
の
も

の
と
す
る
。
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
（
以
下
こ
の
項
に
お
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い
て
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
」
と
い
う
。
）
を
受
信
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
地
域
と
し
て
総
務
省

令
で
定
め
る
地
域
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
以
前
に
ア
ナ
ロ
グ
信
号
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が

受
信
可
能
で
あ
つ
た
地
域
で
あ
つ
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
電
界
強
度
（
地
上
十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
お

け
る
も
の
と
す
る
。
）
が
、
毎
メ
ー
ト
ル
一
ミ
リ
ボ
ル
ト
に
達
し
な
い
地
域
（
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
影
響
に
よ
る
も

の
を
除
く
。
）
又
は
他
の
電
波
の
影
響
に
よ
り
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信
の
障
害
が
発
生
す
る
地
域
と
す



る
。

附
則
第
六
条
第
三
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」
に
、
「
前
項
第
二
号
」
を
「

第
二
十
六
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
を
削
り
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
附
則

第
十
五
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
七
項
か

ら
第
四
十
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
四
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
四
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三
項
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
六
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十

六
項
」
に
改
め
、
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、
同

条
第
四
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
」
と
し
、
同
項
を
同
条
第
三
十
四
項
と
し
、

同
条
第
四
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
五
項

と
し
、
同
条
第
四
十
七
項
を
削
り
、
同
条
第
四
十
八
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
四
項

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第
四
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第



十
七
項
」
に
、
「
輸
送
対
策
事
業
」
を
「
鉄
道
軌
道
安
全
輸
送
設
備
等
整
備
事
業
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
七
項
と
し

、
同
条
第
五
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項

と
し
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

十
九
項
と
し
、
同
条
中
第
五
十
二
項
及
び
第
五
十
三
項
を
削
り
、
同
条
第
五
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
を
「

附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
五
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
八
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十

九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
最
高
速
度
が
既
存
車
両
の
最
高
速
度
を
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
毎
時
以
上
超
え
て
い
る
」
を
「
制
御
方
式
が
一
次
周
波
数
制
御
方
式
の
導
入
に
よ
り
既
存
車
両
の
制
御
方
式
に
比
べ
て

改
良
さ
れ
、
か
つ
電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ
を
有
す
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
加
減
速
度
が
既
存
車
両
の
加
減
速
度
を
超
え
る
こ

と
又
は
当
該
車
両
の
最
高
出
力
が
既
存
車
両
の
最
高
出
力
を
超
え
る
」
を
「
内
燃
機
関
が
蓄
圧
さ
れ
た
燃
料
を
電
子
制
御
に
よ

り
噴
射
す
る
装
置
及
び
空
冷
式
吸
気
冷
却
装
置
の
双
方
を
有
す
る
も
の
の
導
入
に
よ
り
既
存
車
両
の
内
燃
機
関
に
比
べ
て
改
良

さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
小
規
模
な
鉄
道
事
業
者
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外

43



の
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
営
む
鉄
道
又
は
軌
道
に
係
る
路
線
の
長
さ
の
合
計
が
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
路
線

の
全
部
又
は
一
部
が
大
都
市
（
東
京
都
、
大
阪
市
及
び
名
古
屋
市
を
い
う
。
）
又
は
都
市
（
横
浜
市
及
び
福
岡
市
を
い
う

。
）
に
存
す
る
鉄
道
事
業
者
等
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
鉄
道
事
業
者
を
除
く
。
）

二

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
客
会
社
又
は
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一

号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
会
社

附
則
第
六
条
第
五
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
一
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項
第
二
号
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第
五
十
八
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
一
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二

十
九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、
同
条
第
五
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
二
項
」
を
「
附

則
第
十
一
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
四

十
六
項
と
し
、
同
条
第
六
十
項
を
削
り
、
同
条
第
六
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十



五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
六
十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一

条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
六
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附

則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
中
第
六
十
四
項
か
ら
第
六
十
八
項
ま
で
を
削
り

、
同
条
第
六
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
項

と
し
、
同
条
第
七
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
に
、
「
輸
送
対
策
事
業
」
を
「

鉄
道
軌
道
安
全
輸
送
設
備
等
整
備
事
業
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条

第
四
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
十
二
項
中
「
附
則

第
十
一
条
第
五
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
三
項
と
し
、
同
条
第
七
十
三
項

中
「
法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
を
「
政
令
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
」
に
、
「
設
備
で
」
を
「
電
気
通
信
基
盤
充
実
臨

時
措
置
法
（
平
成
三
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
設
備
（
こ
れ
と
同
時
に
設
置
す
る
同
項
第
一
号

に
掲
げ
る
設
備
を
含
む
。
）
の
う
ち
」
に
、
「
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
総
合
通
信
局
長
の
証
明
を
受
け
た
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の

は
総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
施
設
」
と
い
う
。
）
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ



つ
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
地
域
又
は
区
域
に
設
置
す
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

サ
ー
バ
ー
用
の
電
子
計
算
機
（
こ
れ
と
同
時
に
設
置
す
る
附
属
の
補
助
記
憶
装
置
又
は
電
源
装
置
を
含
む
。
）

二

加
入
者
系
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
（
電
気
通
信
事
業
法
第
二
条
第
六
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
業
務
の
用
に
供
さ
れ
る
光

フ
ァ
イ
バ
製
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
う
ち
、
最
終
配
線
盤
（
指
定
施
設
に
引
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
が
他
の
ケ
ー
ブ
ル
と
最

終
的
に
分
岐
し
て
敷
設
さ
れ
る
地
点
に
設
置
さ
れ
る
装
置
を
い
う
。
）
と
光
端
末
回
線
装
置
（
指
定
施
設
に
設
置
さ
れ
る

も
の
に
限
る
。
）
と
の
間
を
接
続
す
る
も
の
に
限
る
。
）

三

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
装
置
（
不
正
ア
ク
セ
ス
を
防
御
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基

づ
き
電
気
通
信
信
号
を
検
知
し
、
通
過
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
応
す
る
も
の
を
い

う
。
）

四

ル
ー
タ
ー
（
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基
づ
き
、
電
気
通
信
信
号
を
伝
送
し
、
そ
の
経
路
を
制
御
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

を
い
う
。
）
又
は
ス
イ
ッ
チ
（
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基
づ
き
、
電
気
通
信
信
号
を
伝
送
し
、
そ
の
経
路
を
選
択
す
る
機
能

を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
）

附
則
第
六
条
第
七
十
三
項
を
同
条
第
五
十
四
項
と
し
、
同
条
第
七
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附
則
第



十
五
条
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
五
項
と
し
、
同
条
第
七
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
を

「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
六
項
と
し
、
同
条
第
七
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十

六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
七
項
と
し
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
基
準
適
合
表
示
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ

58
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第
一
号
）
第
十
六
条
第
一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
表
示
と
す
る
。

政
令
附
則
第
十
一
条
第
四
十
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
と
す

59
る
。

一

港
湾
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
際
拠
点
港
湾
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
国
際
拠
点
港
湾
」
と
い
う
。
）
の
う

ち
、
当
該
港
湾
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
が
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
取
扱
量
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

国
際
拠
点
港
湾
の
う
ち
、
当
該
港
湾
が
連
続
す
る
二
以
上
の
係
留
施
設
等
（
輸
出
入
に
係
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
運
送
す

る
船
舶
の
使
用
の
一
単
位
に
係
る
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
を
構
成
す
る
係
留
施
設
及
び
荷
さ
ば
き
地
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
有
し
て
い
る
こ
と
。



三

国
際
拠
点
港
湾
の
う
ち
、
当
該
港
湾
の
港
湾
区
域
（
港
湾
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
地
先
水
面
と
す
る
地
域
を
区
域
と
す
る
地
方
公
共
団
体
に
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
第
二
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
港
湾
区
域
を
地
先
水
面
と
す
る
地
域
を
区
域
と
す
る
指
定
都
市
が
存
在
し
な
い
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
当
該
港
湾
に

お
け
る
輸
出
入
に
係
る
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
が
当
該
道
府
県
に
存
す
る
港
湾
の
う
ち
最
も
多
い
港
湾
で
あ
る
こ
と
。

政
令
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
係
留
施
設
等
の
う
ち
、
岸
壁
の
長
さ
が
二

60
百
四
十
メ
ー
ト
ル
以
上
で
当
該
岸
壁
の
前
面
の
泊
地
の
水
深
が
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
敷
地
面
積
の
合
計
が

六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
港
湾
機
能
高
度
化
施
設
整
備

61
事
業
費
に
係
る
補
助
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
四
項
第
二
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
の
整
備
と
併
せ
て
高
齢
者
生
活
支
援
施
設
」
を
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

の
整
備
を
行
う
事
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
項
を
削
り
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、



第
八
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
、
第
九
項
及
び
第
十
三
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
第
十
六
項
」

を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第

六
項
又
は
第
七
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
第
十
三
項
」
を
「
附
則

第
十
二
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、
「
又
は
被
災
償
却
資
産
（
政
令
附
則
第
十
二
条
の
二
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
災
償
却
資
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
及
び
「
又
は
被
災
償
却
資
産
」
を

削
り
、
同
号
ロ
中
「
又
は
被
災
償
却
資
産
」
を
削
り
、
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の

二
第
三
項
」
に
改
め
、
「
又
は
償
却
資
産
」
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の

二
第
七
項
」
に
改
め
、
「
又
は
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
を

削
り
、
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
六
項
又
は
第
七
項
」
を
「
附
則
第
十
六
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
「
又
は
同
条
第
十
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
」
を
削
り
、
「
に
あ
つ
て
は
戸
籍
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
戸
籍
」

に
改
め
、
「
、
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
被
災
償
却
資
産
に
係
る
売

買
契
約
書
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。



第
三
号
様
式
別
表
の
裏
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
別
表

挿
入

第
五
号
の
四
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
号
の
四
様
式

挿
入

第
五
号
の
五
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
号
の
五
の
二
様
式

挿
入

第
五
号
の
五
の
二
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第
五
号
の
五
の
三
様
式

挿
入



３

.

年
排

低
減

か
つ

燃
費

達
成

４

.

車
新

車
新

規
登

録
後

年
超

「

1
7

ｶ゙
ｽ
7
5
%

+
1
5
%

ｶ゙
ｿ
ﾘ
ﾝ
･
L
P
G

1
3

ﾃ゙
ｨー

ｾ゙
ﾙ

1
1

」

第
十
六
号
の
九
様
式
中

５

.

車
新

車
新

規
登

録
後

年
超

３

.

車
新

車
新

規
登

録
後

年
超

４

.

車
新

車
新

規
登

録
後

年
超

「

ｶ゙
ｿ
ﾘ
ﾝ
･
L
P
G

1
3

ﾃ゙
ｨー

ｾ゙
ﾙ

1
1

を

に
改
め
、
同
様
式
記
載
要

」

控
除

控
除

ヘ
低

排
出

ガ
ス

デ
ィ

ゼ
ル

乗
用

車
控

領

中
「
（2

.
0
%

・1
.
0
%

）
」
を
「
（1
.
0
%

）
」
に
改
め
、
「
（

）

ー

（0
.
5
%

15）
…
…

」
及
び
「
（

）

（2
.
5
t

3
.
5
t

）
（1

.
0
%

）
…

除
６

ト
低

排
出

ガ
ス

中
量

車
基

準
適

合
車

超
以

下
バ

ス
・

ト
ラ

ッ
ク

控
除

…

」
を
削
る
。

７

第
十
七
号
の
二
様
式
別
表
記
載
要
領
７

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
記
載
要
領
８


扶
養

親
族

の
控

除
対

象
扶

養
親

族
の

記
載

す
る

記
載

し
当

該
特

別
障

害
者

の
う

ち
に

法
第

条
第

４
項

及
び

第
条

の
２

第
４

項
に

規
定

す
る

同
居

中
「

」
を
「

､
3
4

3
1
4

､

」
に
改
め
、
同
記
載
要
領

を
削
り
、
同
記
載
要
領

特
別

障
害

者
が

あ
る

と
き

は
当

該
同

居
特

別
障

害
者

の
数

を
内

書
す

る

11

を
同
記
載
要
領

と
す
る
。

12

11

第
二
十
五
号
様
式
記
載
要
領
、
第
三
十
二
号
様
式
記
載
要
領
及
び
第
三
十
三
号
の
三
様
式
記
載
要
領
中
「
冷
凍
」
を
「
冷
蔵



」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
号
様
式
別
表
三
記
載
心
得
４
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
５

項
第

４
項

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一

第
一
条
の
十
五
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
第
二
項
及
び
第
二
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
第
五

号
の
四
様
式
及
び
第
五
号
の
五
の
二
様
式
の
改
正
規
定
、
同
様
式
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
十
七
号

の
二
様
式
別
表
、
第
二
十
五
号
様
式
、
第
三
十
二
号
様
式
及
び
第
三
十
三
号
の
三
様
式
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定

及
び
附
則
第
五
条
の
規
定
（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
別
表
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
項
の

改
正
規
定
（
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
四
十
五
条
の
二
第
五
項
に
つ
い
て
は
第
七
百

三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
三
百
十
七
条
の
二



第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
三
百
十
七
条
の
二
第
五
項
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
る
部
分
に
限

る
。
）
に
限
る
。
）

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日

二

第
三
号
様
式
別
表
の
改
正
規
定

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

三

第
十
六
条
の
十
第
二
項
第
四
号
の
改
正
規
定

放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五

号
）
の
施
行
の
日

四

附
則
第
六
条
第
七
十
三
項
の
改
正
規
定
（
同
項
を
同
条
第
五
十
四
項
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）

電
気
通
信
基
盤
充
実

臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
の
日

五

附
則
第
六
条
第
五
十
九
項
の
改
正
規
定
（
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
項
」
に
改
め

る
部
分
及
び
同
項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（

平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
の
日

六

附
則
第
三
条
の
二
の
二
十
を
附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
と
し
、
同
条
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
附
則
第
三
条

の
二
の
十
七
及
び
第
三
条
の
二
の
十
八
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
附
則
第
七
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
第

三
項
の
規
定

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十



二
号
）
の
施
行
の
日

七

第
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項
第
三
号
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
六
条
に
四
項
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
条
第
五
十
八
項

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

港
湾
法
及
び
特
定
外
貿
埠
頭
の
管
理
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
三
年
法
律
第
九
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
号
様
式
別
表
、
第
五
号
の

四
様
式
、
第
五
号
の
五
の
二
様
式
及
び
第
十
七
号
の
二
様
式
別
表
は
、
平
成
二
十
四
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県

民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
三
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

新
規
則
第
十
六
号
の
九
様
式
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
の
自
動
車
の
取
得

に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



（
固
定
資
産
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
か
ら
附
則
第
一
条
第
三
号
に
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
規
則
附
則
第
六
条
第
二
十
六
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
九
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
と
、
「

基
幹
放
送
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
放
送
事
業
者
」
と
す
る
。

２

施
行
日
か
ら
附
則
第
一
条
第
四
号
に
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
規
則
附
則
第
六
条
第
五
十
四
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
と
す
る
。

３

附
則
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
五
項
の
規
定
は
、
同
号
に
定

め
る
日
以
後
に
新
築
さ
れ
る
貸
家
住
宅
に
対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
四
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
号
に
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
貸
家
住
宅
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。



別
表
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
」
の
下

に
「
、
第
四
十
五
条
の
二
第
五
項
に
つ
い
て
は
第
七
百
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
第
三
百
十
七
条
の
二
第

一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
三
百
十
七
条
の
二
第
五
項

」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
、
「
並
び
に
第
三
百
五
十
四
条
の
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
七
百
三
十
四
条
第
一
項
」

を
「
、
第
三
百
五
十
四
条
の
二
（
第
七
百
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
百
四
十
五
条
第
一
項
」

「
及
び
第
七
項
」

に
改
め
、

を
削
り
、
「
第
三
百
六
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
三
百
六
十
四
条
第
七
項
及
び
第
九
項
」
に
、
「
及
び
第
三
百
八
十
二
条
の

三
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
「
（
第
七
百
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
百
四
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
三
百
八
十
二
条
の
三
（
」
に
、
「
（
第
六
百
二
十
七
条
及
び
第
七
百
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
六
百
五
条
、
第
六
百
十
一
条
第
一
項
及
び
第
六
百
二
十
五
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
「
、
第

六
百
五
条
及
び
第
六
百
十
一
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六
百
二
十
七
条
及
び
第
七
百
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
百
二
十
五
条
第
一
項
（
」
に
改
め
る
。

別
表
地
方
税
法
施
行
令
の
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
（
第
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
「
第
二
十

五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
二
条
の
二
第
十
六
項
」
を
「
第
十
二
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
る
。


